児童・生徒の文化活動及びスポーツ大会派遣費等助成

申請の手引き

[image: image3.png]



[image: image1.png]



令和６年４月

白老町教育委員会
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町立小中学校の児童・生徒が、文化活動およびスポーツ大会に出演者又は選手等として出場する場合において、その児童・生徒・引率する教職員及び指導員（以下「教職員等」という。）に対して、派遣費等の一部を助成し、もって本町の教育振興に寄与することを目的とする。

（１）中学校体育連盟が主催する事業
（２）地区予選等を経て、全道・全国大会に出場する権利を得たもの
（３）その他特に教育長が認めるもの

（１）標準記録により、参加できる大会（中体連は除く）
（２）招待・選抜・推薦等により、参加できる大会
（３）同一年度内において、助成は２大会を上限とする（全国大会は除く）
　　　　・チーム内に同一年度内に２大会以上助成を受けた個人がいる場合、その個人
　　　　　に対する補助は行わない。なお、その個人以外については補助の対象となる

（１）交通費
（２）宿泊料
（３）諸経費（宿泊した場合のみ対象とする）
（４）参加料
※　補助対象とならない経費について
（１）交通機関や宿泊施設の変更等によるキャンセル料
（２）交通機関や宿泊施設等の手配等による手数料


（１）交通費
　　　　・出発地（学校や最寄りの駅など）から大会開催地まで移動した際に、最も経
　　　　　済的な方法で旅行した場合の交通費を計算して支給する
	町スクールバス
・体育協会バス
	・燃料費は、１リットル当たり３㎞走行により計算する
・１リットル当たりの単価は、町契約単価とする
・運転手に対する謝礼金及び報酬は「補助対象外」とする
・高速料金は、片道１５０㎞を超える場合は支給対象とする
・体育協会バスを使用の場合には、体育協会の規定に基づいた使用料を支給する

	ＪＲ
	・割引きっぷのある場合には、値引き率の高いほうで計算する
・片道１００㎞以上については、急行もしくは特急料金を加算する
・札幌圏内の場合は、すずらんえきねっとトクだ値35を上限とする

	貸切バス
	・運転手宿泊料は「補助対象外」とする

	自家用車
	・燃料費の１キロメートル当たりの単価は、37円とする
・計算は片道ごとの算出とする
・運転手に対する謝礼金及び報酬は「補助対象外」とする
・高速料金は、片道１５０㎞を超える場合は支給対象とする
・使用する車両は、任意保険に加入していなければならない

	航空機
	・大会開催地が道外の場合、利用を認める
・航空運賃は、新千歳空港から大会開催地の最寄りの空港まで
のエアドゥ北海道往復運賃を上限とする
・エアドゥが就航していない路線の場合、他社の割引運賃を上
限とする

	レンタカー
	・他の公共交通機関と比較して安い場合、利用を認める

	タクシー
	・他に移動手段がない場合、利用を認める

	その他
	・路程に応じて、別途判断する


（２）宿泊料
　　　・１泊あたりの上限金額は、道内4,500円、道外5,500円、車中泊2,000円
（３）諸経費
・宿泊した場合のみ、支給される
・１泊あたりの上限金額は、道内６００円、道外８００円、車中泊０円
（４）参加料
　　　　・団体及び個人ともに実費を支給する



（１）管内で行われる全道大会
・開会式当日から競技終了日まで　　　※競技終了当日の宿泊は「補助対象外」
（２）管外での大会
・開会式前日から競技終了日まで　　　※競技終了当日の宿泊は「補助対象外」
（３）道外での大会
・開会式前日から競技終了翌日まで　　※競技終了当日の宿泊は「補助対象」

（１）選　　手：登録人数すべて
（２）教職員等：選手１０人までは１人、
選手１１人以上は２人以内
　　　　※教職員等にはチームの指導者も含む

（１）生涯学習課に連絡
　　　　・地区予選等を勝ち抜き、上位大会の出場権を獲得した場合には連絡する
（２）交付の申請
　　　　・補助の対象となる大会であった場合には、大会開催日初日の一週間前までに「補
助金交付申請書」などを提出する
　　　　　　
（３）大会当日
・領収書、大会プログラム等を大切に保管しておく
（４）実績の報告
　　　　・大会終了後、３０日以内に「補助事業等実績報告書」などを提出する
　　　　　　
（５）指定の口座へ補助金の入金
※審査に数ケ月かかる場合あり

大会終了後に各種書類を事務局で精査した後に補助金の額を確定し、交付することとなる。
また、宿泊料及び諸経費については、下記のとおり大会結果によって、その額が減額となる場合がある。
なお、大会日程の変更等により、飛行機の便を変更した場合や、宿泊日数が増えた場合に費用が増えたとしても、補助金が増額されることはありません。

　【下記のような場合には？】
　　　
　
※試合終了後に帰町することができない場合
であっても、「宿泊料」や「諸経費」は交
付対象とならない

町立小中学校の児童・生徒が、町外のチームに所属して、全道・全国大会に出場する場合にも、「補助対象」となる。
ただし、引率する教職員等は「補助対象外」とする。
なお、町立小中学校以外の児童・生徒が、町内のチームに所属する場合には「補助対象外」とする。
　

（１）対象となる児童・生徒、教職員等、運転手以外が貸切バス等に同乗する場合
・補助の対象となる経費（車両賃借料や燃料費）を乗車した人数で按分して、補
助金を算出する
・町外のチームに所属する場合に、貸切バス等で移動する場合についても同様
（２）町立小中学校及び町立小中学校以外の児童・生徒で構成される混合チームの場合
・「補助対象」の方と「補助対象外」の方が含まれるため、補助対象経費（車両
賃借料、燃料費、参加費等）を按分し、補助金を算出する
（３）補助金申請書に記載の着手日から完了日までを補助対象期間とする。補助対象期間外の領収書は補助対象外とする。
（４）補助金の交付の決定を受けた団体等が次の各号の一に該当するときは、補助金の交
付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。

・補助金の交付条件に違反したとき。

　　　　・補助金を目的以外に使用したとき。

　　　　・その他不正があったとき。
（５）補助金の交付の決定を取り消した場合において、補助事業等の当該取消しに係る部分に関し既に補助金等が交付されているときは、期限を定めて、その返還を命ずるものとする。

（６）団体等に交付すべき補助金の額を確定した場合において、既にその額を超える補助金が交付されているときは、期限を定めてその返還を命ずるものとする。


（１）様式第１号（補助金交付申請書）の記入例

様式第１号（第６条関係）
補　助　金　交　付　申　請　書
令和○年６月１日
白老町長　大　塩　英　男　　様
                                    申請者　住　　所　白老町本町１丁目１番１号
                                          　団体名　白老ヤングスポーツ少年団
                                            代表者名  団長　白　老　太　郎　　印
補助事業等の名称　　第２２回全国中学生スポーツ大会　　　
　上記事業に関し、補助金等の交付を受けたいので、白老町補助金等交付規則第６条の規定により、関係書類を添えて申請します。
記
１　補助事業の目的及びその概要
　第２２回全国中学生スポーツ大会へ北海道代表として出場するため　
２　補助対象経費及び補助金等交付申請額
	補助対象経費
	補助金等交付申請額

	     　１８０，２２４円
	   　　　　１５９，５２４円


３　補助事業等の着手及び完了の予定期日
　　着手　令和○年７月３１日　→出場権を獲得した日以降で補助対象経費を支出する前とすること
　　完了　令和○年８月３１日　→決算等が終了し、実績報告書を提出できる日にすること
４　添付書類
   （１）収支予算書
   （２）大会等の開催要項
   （３）出場者名簿
   （４）予選結果のわかる書類
（2）収支予算書の記入例
収支予算書
収　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	項　　　目
	金　　額
	備　　　　　　考

	町補助金
	159,524円
	

	その他補助金
	10,000円
	●●協会補助金

	自己負担
	10,700円
	

	合　　　　計
	180,224円
	


支　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	区　　　分
	金　　額
	備　　　　　　考

	
	
	

	交通費
	99,824円
	・自家用車ガソリン代（白老－新千歳）
　　46㎞×37円＝1,702円
1702円×往復＝3,404円

・エアドゥ飛行機運賃（新千歳空港－羽田空港）
　　15,000円×３名＝45,000円【往路】
　　16,000円×３名＝48,000円【復路】
・京浜急行運賃（羽田空港－品川）
　　300円×３名×往復＝1,800円

・ＪＲ運賃（品川－原宿）
　　170円×３名×往復＝1,020円

・バス運賃（原宿－国立代々木競技場前）
　　100円×３名×往復＝600円

	宿泊料
	70,200円
	・7,800円×３名×３泊

	諸経費
	7,200円
	

	参加料
	3,000円
	・1,500円×２名

	合　　　　計
	180,224円
	


（３）出場者名簿の記入例
出　場　者　名　簿
	氏　　名
	学　校　名
	学　年
	備　　考

	白老太郎
	監　督
	
	

	社台次郎
	白老中
	３年
	

	竹浦三郎
	白翔中
	２年
	

	苫小牧　四　郎
	苫小牧・○○中
	１年
	※補助の対象とはならない生徒

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（４）様式第８号（補助事業等実績報告書）の記入例

様式第８号（第１３条関係）

補助事業等実績報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○年８月３１日
白老町長　大　塩　英　男　様
                                    申請者　住　　所　白老町本町１丁目１番１号
                                          　団体名　白老ヤングスポーツ少年団
                                            代表者名  団長　白　老　太　郎　　印
補助事業等の名称　　第２２回全国中学生スポーツ大会　　　
　令和○年６月８日付け白老町教委指令第●●号で補助金の交付の決定を受けた

上記の補助事業が完了したので、白老町補助金交付規則第１３条の規定により、

関係書類を添えて申請します。

記

１　補助対象経費

	計画額

　　　　　　　　１６０，４２４円
	精算額

　　　　　１４０，６２４円


２　補助事業等の着手および完了期日

着手　令和○年７月３１日
　　完了　令和○年８月３１日
３　添付書類
   （１）収支決算書
   （２）領収書の写し
   （３）支出証明書
   （４）大会結果のわかる書類
４　口座振替払の振込先金融機関等の名称及び口座番号
	金融機関等の名称
	口　座　番　号
	口　座　名　義

	●●信用金庫●●支店
	普通　●●●●●●●
	白老ヤングスポーツ少年団

会計　白老　花子


（５）収支決算書の記入例
収支決算書
収　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	項　　　目
	予 算 額
	決 算 額
	備　　　　　　考

	町補助金
	159,524円
	140,624円
	

	その他補助金
	10,000円
	10,000円
	

	自己負担
	10,700円
	9,800円
	

	合　　　　計
	180,224円
	160,424円
	


支　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	区　　　分
	予 算 額
	決 算 額
	備　　　　　　考

	交通費
	99,824円
	105,824円
	・自家用車ガソリン代（白老－新千歳）
　　46㎞×37円＝1,702円

1702円×往復＝3,404円
・エアドゥ飛行機運賃
（新千歳空港－羽田空港）
　　15,000円×３名＝45,000円【往路】
　　18,000円×３名＝54,000円【復路】
・京浜急行運賃（羽田空港－品川）
　　300円×３名×往復＝1,800円

・ＪＲ運賃（品川－原宿）
　　170円×３名×往復＝1,020円

・バス運賃（原宿－国立代々木競技場前）
　　100円×３名×往復＝600円

	宿泊料
	70,200円
	46,800円
	・7,800円×３名×２泊

	諸経費
	7,200円
	4,800円
	

	参加料
	3,000円
	3,000円
	・1,500円×２名

	合　　　　計
	180,224円
	160,424円
	



昭和５８年８月１日
教委訓令第４号
改正　平成元年１１月３０日教委訓令第２号
平成２年２月１日教委訓令第１号
平成４年９月５日教委訓令第７号
平成６年８月１１日教委訓令第４号
平成１０年４月１日教委訓令第１号
平成１５年４月１日教委訓令第１号
（目的）
第１条　町立小中学校の児童・生徒が、文化活動及びスポーツ大会（以下「大会」という。）に出演者又は選手等として出場する場合において、その児童・生徒、引率する教職員及び指導員（以下「教職員等」という。）に対し、派遣費等の一部を助成し、もって本町の教育振興に寄与することを目的とする。
（助成の対象）
第２条　派遣費等の助成対象となる大会は、次に掲げるものとする。
(1)　中学校体育連盟が主催する事業であるもの
(2)　地区予選等を経て全道、全国大会に出場する権利を得たもの
(3)　その他特に教育長が認めるもの
（助成の限度額）
第３条　助成の限度額は、次の各号に定めるところによる。
(1)　交通費は、最も経済的な通常の経路及び方法により旅行した場合の交通費により計算し、支給するものとする。
(2)　宿泊料及び諸経費は、次の額を支給するものとする。ただし、この額によることが著しく困難な場合は、特に教育長が認めた額とすることができるものとする。
	区分
	道内
	道外
	車中

	宿泊料（１泊）
	４，５００円
	５，５００円
	２，０００円

	諸経費（１泊）
	６００円
	８００円
	　


(3)　参加料は、団体及び個人ともに実費を支給するものとする。
（旅程の基準）
第４条　旅程の基準は、原則として次の各号に定めるところによる。ただし、特に教育長が必要と認めた場合は、この限りでない。
(1)　胆振管内での大会は、開会式の当日から競技終了の日までとする。
(2)　胆振管外での道大会及び道内での全国大会は、開会式の前日から競技終了の日までとする。
(3)　道外での全国大会は、開会式の前日から競技終了の翌日までとする。
（派遣人員の基準）
第５条　派遣人員の基準は、選手については登録人員とし、引率する教職員等については出場校１校につき選手１０人までは１人、選手１１人以上は２人以内とする。
（派遣費等の控除等）
第６条　派遣費等の一部が主催又は共催する機関等から助成させる場合には、その額を控除する。
２　第２条第１号に規定する胆振管内の地区大会については、教育長が予算の範囲内において派遣費等の一部を減額することができる。
（助成金の交付先）
第７条　第２条第１号に規定する事業の派遣費等の助成は、白老町中学校体育連盟に対して交付する。
２　第２条第２号及び第３号に規定する事業の派遣費等の交付先は次のとおりとする。
(1)　派遣する児童・生徒が文化団体及びスポーツ団体に所属する場合は、その所属する団体の長に対して交付する。
(2)　派遣する児童・生徒が前号に該当していない場合は、その児童・生徒が在籍する学校長に対して交付する。ただし、派遣する児童・生徒の在籍校が２校以上の場合は、代表する学校長に一括して交付するものとする。
（申請手続）
第８条　この要綱による補助金の交付申請手続きについては、白老町補助金等交付規則（平成７年規則第８号）を準用し、教育長に提出するものとする。
（委任）
第９条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に教育長が定めるものとする。
附　則
この訓令は、令達の日から施行し、昭和５８年４月１日から適用する。
附　則（平成元年１１月３０日教委訓令第２号）
この訓令は、公布の日から施行する。
附　則（平成２年２月１日教委訓令第１号）
この訓令は、平成２年２月１日から施行する。
附　則（平成４年９月５日教委訓令第７号）
この訓令は、平成４年４月１日から適用する。
附　則（平成６年８月１１日教委訓令第４号）
この訓令は、平成６年８月１１日から施行する。
附　則（平成１０年４月１日教委訓令第１号）
この訓令は、公布の日から施行する。
附　則（平成１５年４月１日教委訓令第１号）
この訓令は、平成１５年４月１日から施行する。
　白老町では、町立小中学校の児童・生徒が全道・全国大会に出場する際の派遣費の一部を助成して、子供たちの夢や可能性を育む取組を行っております。申請から交付までの事務手続きをスムーズにする留意事項や補助金の考え方をまとめましたので、ぜひご活用ください。


　この手引きは、本基金をこれまでよりも幅広い町民に周知するとともに、活用しやすくするために作成したものです。





１　本制度について








２　対象となる大会について





３　対象とならない大会について





４　補助対象となる経費について





５　補助限度額について





派遣費等の一部が主催又は共催する機関等から助成される場合には、その額を差し引く





６　旅程の基準について





７　助成対象人数について





８　交付までの流れについて





【上記以外に提出が必要な書類】


①収支予算書　　②大会等の開催要項　　③出場者名簿


④予選結果のわかる文書





【上記以外に提出が必要な書類】


　①収支決算書　　②支出証明書　　③領収書の写し


　④大会結果のわかる文書





９　補助金の額について





◇宿泊料：「６　旅程の基準について」をご参照ください


◇諸経費：「５　助成の限度額について」の「（３）諸経費」をご参照ください














◇交付申請時には、決勝戦まで参加すると考えて申請可能


　①交通費　②宿泊料（３泊分）


③諸経費（３泊分）　④参加料





◇日　時　開会式：８月１日


競　技：８月１日～３日


◇会　場　小樽市（管外）





◇８月１日に敗退した場合には？


　①交通費


　②宿泊料（７月３１日から１泊分）　③諸経費（７月３１日から１泊分）


　④参加料





１０　町外のチームに所属する場合について





１１　その他の留意事項について





１２　各種書類の記入例





※３泊４日の予定で申請した場合


　（１日目：移動日　　　２日目：開会式・３回戦まで


　３日目：決勝戦まで　４日目：移動日）





小数点は切り捨て





宿泊料は、道外の場合5500円の補助となるが、この欄には支払予定の金額を記載する





※前述の「（２）収支予算書の記入例」のケースで、１回戦で敗退した


場合には、日程変更が必要となる


　（１日目：移動日　２日目：開会式・１回戦　３日目：移動日）





予定とは異なる飛行機の便を利用した場合、変更した金額（領収書に記載の金額）を記載すること。ただし、支給できる交通費の上限は申請した便の金額となる





１3　児童・生徒の文化活動及びスポーツ大会派遣費等助成要綱








